
　
　
　
　
　
　
　

　
黄
金
色
に
輝
く
小
麦
畑
、
ヤ
シ
の
木

が
整
然
と
並
ぶ
ナ
ツ
メ
ヤ
シ
畑
、
青
々

と
し
た
野
菜
や
果
物
が
実
る
菜
園
―
。

イ
ラ
ク
と
い
う
と〝
石
油
〞を
真
っ
先
に

思
い
浮
か
べ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ

の
イ
メ
ー
ジ
と
は
違
う
こ
ん
な
風
景
が

こ
の
国
に
は
広
が
る
。

　
イ
ラ
ク
は
、知
る
人
ぞ
知
る
農
業
国
。

石
油
に
次
ぐ
産
業
で
あ
り
、
労
働
人
口

の
20
％
以
上
が
農
業
に
従
事
し
て
い

る
。か
つ
て
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
文
明
が
花

開
い
た
チ
グ
リ
ス
・
ユ
ー
フ
ラ
テ
ス
川

流
域
の
肥
沃
な
土
壌
の
恵
み
を
受
け
、

古
来
、農
業
が
営
ま
れ
て
き
た
だ
け
に
、

肥
沃
な
土
壌

農
業
に
適
し
た
国

そ
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
は
高
い
。

　
し
か
し
１
９
８
０
年
以
降
の
戦
争
と

経
済
制
裁
の
影
響
で
、
国
内
で
は
あ
ら

ゆ
る
イ
ン
フ
ラ
が
破
壊
・
老
朽
化
。農

業
も
例
外
で
は
な
か
っ
た
。そ
し
て
96

年
に
は
国
連
に
よ
る
「
石
油
・
食
糧
交

換
計
画
」※
が
開
始
。海
外
か
ら
安
い
食

料
が
入
っ
て
く
る
よ
う
に
な
り
、
次
第

に
農
業
離
れ
が
進
ん
で
い
っ
た
。

　
イ
ラ
ク
は
、
国
内
総
生
産（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）

の
８
割
を
石
油
産
業
が
占
め
る
。と
は

い
え
、
国
と
し
て
一
つ
の
産
業
に
依
存

す
る
の
は
リ
ス
ク
が
大
き
い
こ
と
か

ら
、
イ
ラ
ク
政
府
は
２
０
１
０
年
に
発

表
し
た「
イ
ラ
ク
国
家
開
発
計
画
」で
農

業
振
興
を
掲
げ
て
い
る
。Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は

円
借
款
を
通
じ
、
灌
漑
排
水
ポ
ン
プ
な

ど
の
機
材
を
供
与
。さ
ら
に
、日
本
の
円

借
款
を
受
け
78
年
に
操
業
を
開
始
し
た

南
部
バ
ス
ラ
に
あ
る
「
コ
ー
ル
・
ア
ル

ズ
ベ
ー
ル
肥
料
工
場
」
の
改
修
を
再
度

円
借
款
で
支
援
し
、
農
業
生
産
性
の
向

上
を
目
指
し
て
い
く
計
画
だ
。

　
他
方
、
研
修
を
通
じ
た
人
材
育
成
に

も
長
年
協
力
し
て
き
た
。そ
の
数
は
、03

〜
２
０
１
０
年
ま
で
で
延
べ
8
0
0
人

以
上
。治
安
上
の
理
由
か
ら
イ
ラ
ク
国

内
で
は
な
く
、
ヨ
ル
ダ
ン
、
エ
ジ
プ
ト
、

シ
リ
ア
な
ど
の
第
三
国
や
日
本
を
舞
台

に
、
水
資
源
管
理
分
野
を
中
心
と
し
た

研
修
を
実
施
し
て
き
た
。そ
う
し
た
地

道
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
き
た
結
果
、

06
〜
08
年
の
第
三
国
研
修
「
灌
漑
農
地

特集 イラク
復興、そして成長へ

水
管
理
」
な
ど
に
参
加
し
た
イ
ラ
ク
農

業
省
・
水
資
源
省
・
計
画
開
発
省
の
担

当
職
員
た
ち
は
、
農
業
が
盛
ん
な
中
央

部
カ
ル
バ
ラ
県
の
灌
漑
整
備
計
画
の
策

定
に
取
り
組
ん
だ
。「〝
イ
ラ
ク
に
と
っ

て
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
〞

だ
と
彼
ら
は
言
っ
て
く
れ
ま
し
た
。強

い
意
志
と
技
術
を
持
っ
た
人
材
へ
と
成

長
し
て
く
れ
た
証
し
だ
と
思
い
ま
す
」

と
こ
の
研
修
を
担
当
し
た
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ヨ

ル
ダ
ン
事
務
所
の
西
田
有
一
さ
ん
は
話

す
。そ
し
て
現
在
、イ
ラ
ク
は
独
自
に
首

相
府
に「
農
業
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
」と
い
う

機
関
を
設
置
し
、
他
の
５
県
で
も
灌
漑

設
備
計
画
を
策
定
す
る
た
め
の
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
を
実
施
し
て
い
る
。

　
そ
し
て
２
０
１
０
年
８
月
、
農
業
政

策
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
戦
後
初
め
て

日
本
人
専
門
家
が
イ
ラ
ク
の
地
を
踏

み
、
農
業
復
興
に
向
け
た
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の

支
援
が
本
格
化
し
た
。さ
ら
に
今
年
８

月
か
ら
は
、
２
つ
の
技
術
協
力
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
が
北
部
の
ク
ル
ド
自
治
区
で
始

動
し
て
い
る
。

　
一
つ
が
、「
食
糧
自
給
の
た
め
の
小
麦

生
産
性
改
善
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」。ク
ル
ド

自
治
区
は
イ
ラ
ク
国
内
で
も
降
雨
量
が

多
い
が
、
そ
れ
故
に
雨
水
に
依
存
し
た

「
天
水
農
業
」が
一
般
的
で
、
生
産
量
は

天
候
な
ど
に
左
右
さ
れ
が
ち
だ
。そ
こ

で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
天
水
農
業
で

あ
っ
て
も
一
定
の
収
量
が
見
込
め
、
か

つ
耐
乾
性
や
耐
病
性
を
持
っ
た
小
麦

の
品
種
の
選
抜
を
支
援
。農
業
試
験
場

で
複
数
の
品
種
を
栽
培
し
、
こ
の
土
地

に
適
応
し
た
品
種
の
適
正
な
栽
培
方
法

を
地
元
の
農
業
普
及
員
に
伝
え
て
い
く

ほ
か
、
水
資
源
の
有
効
な
利
用
に
も
取

り
組
む
計
画
だ
。ク
ル
ド
自
治
政
府
・

農
業
水
資
源
省
の
マ
ク
ス
ー
ド
さ
ん

は
、「
ま
ず
は
ク
ル
ド
自
治
区
で
の
自
給

を
達
成
し
、
い
つ
か
国
外
に
も
輸
出
で

き
る
よ
う
に
な
り
た
い
」
と
意
欲
を
見

せ
る
。

　
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
こ
う
し
た
活
動
を
、
シ

リ
ア
に
本
部
を
置
く
国
際

機
関「
国
際
乾
燥
地
農
業
研

究
セ
ン
タ
ー（
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｒ
Ｄ

Ａ
）」
と
協
力
し
て
行
っ
て

い
く
予
定
だ
。Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｒ
Ｄ

Ａ
に
は
、気
候
や
土
壌
が
イ

ラ
ク
と
類
似
す
る
中
東
各

国
で
の
支
援
を
通
じ
て
蓄

積
さ
れ
て
き
た
小
麦
栽
培

の
ノ
ウ
ハ
ウ
が
あ
る
。「
Ｉ

Ｃ
Ａ
Ｒ
Ｄ
Ａ
の
知
見
を
最

石
油
に
次
ぐ
産
業
の
再
興
を

新
し
い
支
援
に
向
け
て

日
本
人
専
門
家
が
現
地
入
り

大
限
生
か
し
、
よ
り
効
率
的
な
支
援
を

行
っ
て
い
き
た
い
」
と
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
農
村

開
発
部
の
井
口
邦
洋
さ
ん
は
話
す
。

　
そ
し
て
も
う
一
つ
の
技
術
協
力
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
「
ク
ル
ド
地
域
園
芸
技
術

改
善
・
普
及
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」。ト
ル
コ

や
シ
リ
ア
な
ど
か
ら
の
輸
入
品
と
比
較

す
る
と
品
質
が
劣
る
国
産
の
ト
マ
ト
な

ど
の
野
菜
と
、
リ
ン
ゴ
や
ブ
ド
ウ
な
ど

の
果
樹
の
栽
培
技
術
を
改
善
す
る
こ
と

が
目
的
だ
。

　
こ
の
８
月
下
旬
か
ら
、
３
人
の
日
本

人
専
門
家
が
現
地
に
派
遣
さ
れ
た
。「
園

芸
作
物
は
単
位
面
積
当
た
り
の
収
入
が

多
く
、
栽
培
技
術
の
向
上
に
よ
り
小
規

模
農
家
へ
与
え
る
経
済
的
イ
ン
パ
ク
ト

は
大
き
い
。品
質
向
上
は
も
ち
ろ
ん
、出

荷
の
時
期
を
集
中
さ
せ
ず
、
年
間
を
通

じ
て
収
入
が
安
定
す
る
よ
う
に
し
た

い
」
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
専
門
家
と
し

て
派
遣
さ
れ
て
い
る
J
I
C
A
の
野
口

拓
馬
職
員
。そ
の
た
め
に
、市
場
の
ニ
ー

ズ
に
合
っ
た
〝
売
れ
る
〞
作
物
に
着
目

し
、
試
験
場
や
農
家
の
圃
場
で
こ
の
土

地
の
環
境
に
適
し
た
品
種
の
選
抜
や
栽

培
技
術
の
検
証
を
行
っ
て
い
く
。ク
ル

ド
自
治
政
府
・
農
業
水
資
源
省
の
タ
レ

ッ
ク
さ
ん
は
、「
日
本
の
皆
さ
ん
と
長
期

間
一
緒
に
仕
事
が
で
き
て
う
れ
し
い
。

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成
功
に
す
べ
て

の
力
を
注
い
で
い
き
ま
す
」
と
意
気
込

む
。

　
農
業
国
と
し
て
輝
き
を
取
り
戻
す
た

め
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
イ
ラ
ク
の
人
々
と
と

も
に
今
、そ
の
一
歩
を
踏
み
出
し
た
。

農業の再興へ
第一歩を踏み出す
かつては周辺国に輸出するほどの農業国であったイラク。

だが、度重なる戦争や経済制裁などにより、
農業は衰退し、食料自給率も低下した。

「石油産業への過度な依存を避けたい」。
こうしたイラクの思いも受け、

農業の再興を目指したＪＩＣＡの支援が本格的に動き出した。

収穫後の小麦畑。プロジェクトでは、この試験場で品種の選定などを行っていく園芸作物の試験場で栽培されるブドウ。この試験場のほかに農家の圃場でも園芸作物
の試験栽培を行い、適性な栽培技術や品種を試していく

この8月にイラクに赴任した野口専門
家（左）。隣は、クルド自治政府・農業
水資源省のマクスードさん（小麦）とタ
レックさん（園芸）

※経済制裁の影響がイラクの一般市民に
及び過ぎていたことから、市民にとって人道
的に必要な物資の提供に代わり、イラクの
石油輸出を限定的に認めた措置。

灌漑施設から農地まで水を効率的に送る方法を
学ぶため、日本人専門家らとヨルダンのレモン栽
培農場を視察するイラク人研修員

シリアで灌漑技術について学ぶイラク人研修
員。農業試験場に設置された流量計を用い、
パイプを流れる水の量を計測中

バグダッド
バスラ

カルバラ

クルド自治区

エジプト

イラク
ヨルダン

シリア
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